
景観重要樹木 
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・樹 種  エノキ 

・外観の特徴  ニレ科の落葉高木であり、福岡県最大のエノキ。自然の樹形を保った稀に見る巨木で樹勢

もまた旺盛である。樹高２４.５ｍ、幹囲５.５ｍ 

・指定の理由  巨木や古木は神社仏閣の境内の森や旧家などに守られて長寿を保っているケースが多いが

当該樹木は個人宅の敷地内に存在する。エノキとしては福岡県最大の樹木であり、樹齢は  

３００年以上と推定されている。昭和５４（１９７９）年に県の天然記念物に指定。自然  

の樹形を保った稀に見る巨木で樹勢もまだ旺盛であり、地域のシンボルとして良好な景観  

形成に寄与することから景観重要樹木として指定するものである。 

・所 在 地  大牟田市大字櫟野字土穴９２８番地 

 地図ナビにリンクしています

http://www2.wagmap.jp/omuta//G0502N/F0502N02?API=1&linkid=a15a5f19-22ff-423c-ac13-87ca1744ac8c&mid=5

